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空 鳴とほい でぴすとるが る。

またぴすとるが鳴る。

私 探偵ああ の は玻璃
は り

衣裝の をきて

窓こひびとの からしのびこむ

床 晶は 玉

ゆびとゆびとのあひだから

まつさをの血がながれてゐる

女かなしい の屍体のうへで

つめたいきり 鳴ぎりすが いてゐる。

しもつき上旬
は じ め

朝のある

探偵 玻璃は の衣裝をきて

街の十字巷路
よ つ つ じ

曲を つた。

十字巷路 秋に のふんすゐ。

探はやひとり 偵はうれひをかんず。

遠 大理石 步道みよ いさびしい の を

曲者
くせ もの

はいつさんにすべつてゆく。

初出 地上巡礼 

探偵趣味

探偵 幻視

幻視的

憂愁うれひ

感傷的 憂愁 美 幻覺的

靑猫  

美 都會 愛この しい を するのは

よいことだ

美 都會 建築 愛この しい の を するのは

よいことだ

女性すべてのやさしい をもとめるために

高貴 生活すべての な をもとめるために

都 賑 街路この にきて やかな を

通るのはよいことだ

街路 立 櫻 並木にそうて つ の

    

、



無數 雀そこにも の がさへづつて

ゐるではないか。

都會 夜ああ このおほきな の に

ねむれるものは

一疋 靑 猫ただ の い のかげだ

人類 歷史 語 猫かなしい の を る の

かげだ

求 幸福われの めてやまざる の

靑 影い だ。

影いかならん をもとめて

日 東京みぞれふる にもわれは を

戀 思しと ひしに

裏町 壁そこの の にさむくもたれてゐる

乞食 夢このひとのごとき はなにの を

夢 居みて るのか。

靑猫 初出 詩歌  

憧憬

民衆詩派 前衛的

定本靑猫 自序 電線  

電線

幻影 魅惑的

2. 한 의孤獨 群衆 家鄕

群衆 靑猫  

群集 中 求 步 初出 感情の を めて く   

私 都會はいつも をもとめる

都會 群集 中のにぎやかな の に

居ることをもとめる

、  、 、 、
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群集 感情はおほきな をもつた

浪のやうなものだ

流どこへでも れてゆくひとつのさかんな

意志 愛欲と とのぐるうぷだ

春ああ ものがなしき のたそがれどき

都會 入 混 建築 建築の り みたる と との

日影をもとめ

群集 中おほきな の にもまれてゆくのは

樂どんなに しいことか

群集

情操 散文詩

群集 中 居 群衆 孤獨者 故鄕の に て

前略 都會 生活 自由 群衆 中 居 自由 群衆 一人一人 單位げに の の さは の に る さである は の であつて、 。 、

全体 總合 意志 私 生活 交涉 私 自由 束縛しかも としての した をもつてゐる だれも の に せず の を しない。 、 。

全体 動 意志 中 私 物 考 爲 味 人 共 樂 居 心しかも の く の で がまた を へ し ひ 々と に しんで る のいたく、 、 、 、 。

疲 人 重 惱 苦 人 孤獨 愛 人 群衆 心 家鄕 愛 慰安れた い みに しむ わけても を する によつて こそは の と の、 、 、 、

住家 都會 私 戀人 群衆 私 家鄕 以下略である は の は の である。   。 。

前略

家鄕 家鄕 以下略   

初出 四季  

家鄕

靑猫

分身

前橋

、 、 、

。 、 。

。



具象物

地方

憧憬的

近代

群衆

無方向性 放浪

前略

春 日うらがなしい の のたそがれどき

群 建築 建築このひとびとの は と との

軒をおよいで

行どこへどうしてながれ かうとするのか

私 憂鬱のかなしい をつつんでゐる

地上 日影ひとつのおほきな の

無心 浪ただよふ の のながれ

ああ どこまでも どこまでも この

群集 浪 中 行の の をもまれて きたい

浪 行方 地平の は にけむる

方角ひとつの ただひとつの ばかり

行さしてながれ かうよ。

無心

鄕愁 漂泊者 放浪者 具

現物 殺人事件 美的 幻視

陸橋 渡を る

、  、
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憂鬱 沈 寂 陸橋 渡 行 何物 妥協 何物 安に みながら ひとり しく を つて く かつて にさへ せざる にさへ、 。 、

易せざる、 一 感情 行 落日 地平 低 環境 怒 燃 一切 憎惡この つの をどこへ かうか は に く は りに えてる を。 、 。

粉碎 叛逆 嘲笑し し し し、 、 、 、斬奸
ざん かん

し、敵愾
てき がい

一個 黑 影する この の い をマントにつつんで、 、 寂ひとり し

陸橋 渡 行 高 架空 橋 越 幻灯 市街く を つて く かの い の を えて はるかの の にまで。 、 。、

、

初出 新 欲情しき  

幻影

懷鄕

都市

鄕愁 心象 原風景

懷鄕詩篇

3.카페‘ ’를 통해 본 의 변모都市

大正期 昭和期

食慾 閑雅 食欲 靑猫 珈琲店 醉月 醉月 氷島な     

松林 中 步の を いて 松林

氣分あかるい の珈琲店
か ふ え

をみた。

遠 市街 離く を れたところで

訪だれも づれてくるひとさへなく

林間 追憶 夢 中の かくされた の の の

珈琲店
か ふ え

である。

戀 羞をとめは 々の をふくんで 女給

爽快 別製 皿あけぼののやうに な の を 特製

運 仕組んでくる

私はゆつたりとふほふく 取を つて

おむれつ 類 喰ふらいの を べた。



空 白 雲 浮には い が んで

閑雅 食欲たいそう な である。
閑雅 食欲 初出 日本詩人な   

坂 登 渴 耐を らんとして きに えず

蹌踉
さう らう

醉月として の扉
どあ

開を けば 醉月

狼藉
ろう ぜき

店 中たる の より

破 鳴 響れしレコードは り き

場末 煤 電氣 影の ぼけたる の に

貧 酒甁 列 立しき の を てたり。

暗愁 久ああ この も しいかな 暗鬱

我 年老 家鄕れまさに いて なく 家鄕

妻子離散 孤獨して なり 妻子

漂泊 悔 知いかんぞまた の を らむ。 悔恨

女等群 卓 囲がりて を み

我 酒態 見れの を て憫
あわれ

みしが

罵 財布 奪たちまち りて を ひ

殘 錢 數 盜 去りなく を へて み りし。
珈琲店 醉月 初出 詩 現實  、

食欲 大正期

醉月 昭和期

食欲

女給 特製

  

、 、 、
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醉月

靑猫    

感傷 憂愁 食欲

女給

妻子

醉月

漫談 漫談 新宿街カフェー   

銀座 新宿 大阪化

江戶

大阪式 無智

大阪式 無智 昭和期

食欲

憂愁  

靑猫 昭和期 氷島     

醉月 暗鬱

幻影

4. 의 과 의家鄕 喪失 都市 幻影

午後なり

廣
ば

告
る

風
う

船
む

高 揚は く りて

薄暮 迫 都會 空に る の

高層建築 上 遠 座の に く りて
汝 旗 如 飢は の くに えたるかな。

杳 眺望として すれば

街路 這 行を ひ く蛆蟲
うじ むし

ども

生 食餌 暗鬱きたる を にせり。

。 、 。

、

。 、

。



虎なり

昇降機械
え れ べ え た あ

往復の する

東京市中繁華 屋根の に

琥珀の斑
まだら

毛皮なる をきて 琥珀

曠野 如 寂の くに しむもの。 曠野

虎なり

汝 殘像ああすべての の 殘像

虛空 全景のむなしき たり。 全景
虎 第 連 初出 生理、   

銀座松坂屋 屋上 氷島  

生物

曠野 暗鬱

落胆

幻影 憧憬 氷島  

回歸

幻想 故鄕

國家非常時 外遊

魂 漂泊者

孤獨 寂廖 知性人 運命

喪失意識 實体

日本情神 氷島  

漂泊者 歌の

日は斷崖
だん がい

上 登の に り

憂 陸橋 下 低 步ひは の を く めり。

無限 遠 空に き の彼方
かなた

續 鐵路ける の柵
さく

の背後
うしろ

に

一 寂 影 漂つの しき は ふ。

  、
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汝 漂泊者ああ

過去 來 未來 過より りて を ぎ

久遠
く をん

鄕愁 追 行の を ひ くもの。

いかなれば蹌爾
さうじ

として

時計 如 憂 步の くに ひ むぞ。

石 蛇 殺もて を すごとく

一つの輪廻
りんね

斷絶を して 輪廻 斷絶

意志なき寂寥
せき れう

蹈 切を み れかし。

汝 寂寥 人ああ の

悲 落日 坂 登しき の を りて

意志 斷崖なき を漂泊
さまよ

行ひ けど

家鄕いづこに はあらざるべし。

汝 家鄕 有の は らざるべし

初出 改造  

輪廻 斷絶

家鄕

憂愁

寂廖

家鄕 幻影

맺으며

憂愁

懷鄕

對

安住 離散狀況

  



生地

小出新道 純情小曲集  

道路 新開ここに の せるは

直
ちょく

市街 通として に ずるならん。

新道 交路 立われこの の に てど

さびしき四方
よ も

地平の をきはめず

暗鬱 日なる かな

天日家並 軒 低の に くして

林 雜木 伐の まばらに られたり。

思惟いかんぞ いかんぞ をかへさん

叛 行 道われの きて かざる に

新 樹木 伐しき みな られたり。
初出 日本詩人  

雜木林

魂 大正期 昭和

期

幻想
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要 旨

關東大震災以後 帝都復興 押 進 東京 大都市化政策のスローガンのもとで し められた の やマス メディアの、

普及 都市 大衆文化 進 文學 面 至大 影響 及などによって の が み やがて の にも な を ぼすことになる そのよう、 、 。

都市東京 姿 描 一連 作品 登場 都市 昭和文學 欠 一なモダン の を いた の が し は では かせないテーマの つとなった、

。

本稿 都市 詩歌 上 早 導入 積極的 歌 詩人 萩原朔太郞 取ではそのような のことを の でいち く し に った として を、

上 性格 論り げ その を じたものである、 。

朔太郞 都市 關心 詩集 変化 最初 月 吠 時代 近代都市 對の への は ごとに していくのだが の に える では に する、   

浪漫的 憧 秘 憂愁 美 歌 近代都市 東京 繁盛 肯定 朔な れを めた の が われている これは としての の を するもので。 、

太郞特有 幻視的 魅惑的 都市 驅使 目立 性格 次 靑猫の なタッチで な のイメージの が っている このような は の。   

至 群衆 孤獨 自由 精神 捉 移 美的觀念 中 幻視的 都に って を で な のシンボルとして えることに っていく の の な、 。

會感覺 物質的 都市生活 對 生活者 挫折 暗暗裏 內包 齎 孤獨 悲と な に する としての を に しながらも それを した と、

哀 心情 群衆 自由 近代的 心理 表の を のなかの という な で しているのである。

前半 肯定的 都市像 後期 氷島 黃金万能主義 蔓延 都市 幻影 感このような の な は の になって の する の を じる  、

憧憬 無意味 認識 批判 實体 永遠 家鄕 探 求 寂寥 滿ことによって の さを し それを しつつ のない の を し める に ち、 、

漂泊 姿勢 変 背後 都市 表象 西洋 日本 盲目的 近代化た の に っていく その には に される をモデルにした の な の。 、

矛盾 對 切實 自己反省 批判 影 落に する な と が を としているようである。

帝都復興 近代都市 幻視的 憂愁 群衆 漂泊 家鄕キーワード 、 、 、 、 、 、
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